
2000年代に入って鉄道車両への応用が模索され，JR東日本が，当時、

東急車輛製造㈱と新日本製鐵㈱との共同でレーザスポット溶接によるス

テンレス鋼製のダブルスキン構造を採用した車両を試作した（図3-20）．

その後，川崎車両㈱がステンレス車両構体の製造にレーザ溶接を本格導

入し，実装を開始した．

（誤） （正）

レーザ協会の歩み（2021年11月12日発行）ｐ.31に誤記がございましたので、ここに訂正するとともに、関係各位にお詫び申し上げます。 会長 池野順一


